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
 

【
週
刊
文
春
】
の
欠
陥
住
宅
記
事
に
つ
い
て 

そ
の
３
： 

欠
陥
の
内
容
「
そ
の
他
」･

･

１ 


 

定
例
総
会
及
び
役
員
の
報
告･･

･
･

３ 


 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ･

････
･

４ 

 

前
回
に
続
き
、【
週
刊
文
春
】(

３
月
23

日
号)

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
記
事
に
つ
い

て
の
最
終
回
で
す
。
今
回
は
「
床
組
」「
横

架
材
」
「
小
屋
組
」
「
耐
力
壁
」
な
ど
に

関
す
る
項
目
で
す
。
以
下
の
②
～
③
は
楔

168
号
の
欠
陥
番
号
に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

②
「
土
台
」「
大
引
き
」(

１
階
「
床
版
」) 

建
築
基
準
法
施
行
令
第
47
条
第
１
項

に
お
い
て
、
『
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分

で
あ
る
継
手
又
は
仕
口
は
、
ボ
ル
ト
締
、

か
す
が
い
打
、
込
み
栓
そ
の
他
の
国
土
交

通
大
臣
が
定
め
る
構
造
方
法
に
よ
り
そ

の
部
分
の
存
在
応
力
を
伝
え
る
よ
う
に

緊
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
』
と
規
定

さ
れ
て
い
る
が
、
和
室
部
分
に
関
し
て
は
、

構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
で
あ
る
「
土

台
」
と
「
大
引
き
」(

１
階
床
版)

の
接
合

部
に
は
隙
間
が
生
じ
、
「
土
台
」
と
「
大

引
き
」
の
接
合
部
は
緊
結
さ
れ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
当
該
部
分
は
同
法
施
行
令

第
47
条
第
１
項
の
規
定
を
満
た
さ
ず
、
構

造
耐
力
上
の
安
全
性
を
有
し
て
い
な
い
。 

【
欠
陥
の
詳
細
説
明
】 

 

「
基
礎
立
上
り
と
土
台
の
高
さ
が
全
て

一
定
で
あ
れ
ば
、
和
室
床
に
は
畳
が
敷
か

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
リ
ビ
ン
グ
な
ど
の

床
と
段
差
を
設
け
な
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
場
合
は
、
必
然
的
に
和
室
床
の
大
引
き

は
土
台
よ
り
も
低
く
設
置
さ
れ
、
両
者
に

は
段
差
が
生
じ
ま
す
。
土
台
と
大
引
き
の

段
差
が
大
き
く
な
る
程
、
土
台
と
大
引
き

の
緊
結
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
当
該
建
築

物
に
お
い
て
も
、
基
礎
立
上
り
と
土
台
の

高
さ
が
す
べ
て
一
定
で
、
和
室
と
リ
ビ
ン

グ
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

土
台
と
大
引
き
の
段
差
が
大
き
く
、
緊
結

が
で
き
な
い
状
態
に
な
り
、
同
法
施
行
令

第
47
条
第
１
項
の
規
定
を
満
た
さ
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。《(

写
真-

１)

参
照
》  

段
差
が
生
じ
た
「
土
台
」
と
「
大
引
き
」

と
を
緊
結
さ
せ
る
方
法
は
い
く
つ
か
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
「
木
造
住
宅
工
事
仕
様

書
」
《(

資
料-

１
参
照
》
に
記
載
さ
れ
た

方
法
も
参
考
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

第１７０号 

NPO 法人建築Ｇメンの会 
〒154-0001 

東京都世田谷区池尻 2-2-15-201 

発 行 責 任 者 :理 事 長 大 川 照 夫 

T E L  0 3 - 6 8 0 5 - 3 7 4 1 

F A X  0 3 - 6 8 0 5 - 3 7 1 9

E-Mail jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp 

Homepage URL 

http://www.kenchiku-gmen.or.jp/ 

「
【
週
刊
文
春
】
の 

欠
陥
住
宅
記
事
に
つ
い
て
」 

[

そ
の
３
： 

欠
陥
の
内
容
「
そ
の
他
」] 

 

文
責 

大
阪
府
・
建
築
Ｇ
メ
ン 

 
 
 
 
 
 

 

高
塚 

哲
治  

 
 

 
 

 

 
 

 

（資料-1）床組による段差解消の例《木造住宅工事仕様書 抜粋》 

土台 

大引き 

(写真-1)「土台」と「大引き」の仕口部分 
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③
２
階
「
は
り
」 

２
階
「
は
り
」
に
お
い
て
、【「
は
り
」

の
せ
い
が
、「
は
り
」
の
有
効
長
さ
の
1/12

に
満
た
な
い
】
部
分
が
各
所
に
認
め
ら
れ

る
が
、
建
築
基
準
法
施
行
令
第
82
条
第

４
号
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
第
1459
号
の

規
定
に
従
い
、
『
建
築
物
の
使
用
上
の
支

障
』
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ

て
い
な
い
。（
実
際
に
２
階
部
分
の
揺
れ
、

振
動
が
激
し
い
。） 

【
欠
陥
の
詳
細
説
明
】 

同
法
施
行
令
第
36
条
の
３
第
３
項
に

お
い
て
、
『
建
築
物
の
構
造
耐
力
上
主
要

な
部
分
は
、
使
用
上
の
支
障
と
な
る
変
形

又
は
振
動
が
生
じ
な
い
よ
う
な
剛
性
及

び
靭
性
を
も
た
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
』

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に

関
連
し
て
、
『
建
築
物
の
使
用
上
の
支
障

が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
必
要

が
あ
る
場
合
及
び
そ
の
確
認
方
法
を
定

め
る
件
』
が
、
同
法
施
行
令
第
82
条
第
４

号
の
規
定
に
基
づ
く
告
示
第
1459
号
で
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
告
示
に
準
拠
し

て
「
木
造
住
宅
軸
組
構
法
の
ス
パ
ン
表
」

（
財
団
法
人 

日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ

ン
タ
ー
）
《(

資
料-

２)

参
照
》
も
用
意
さ

れ
、
各
「
横
架
材
」
（
は
り
、
根
太
、
他
）

の
ス
パ
ン
に
応
じ
た
必
要
断
面
（
大
き

さ
）
が
示
さ
れ
、
使
用
さ
れ
て
い
る
横
架

材
の
「
た
わ
み
量
」
に
関
す
る
良
否
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
、
設
計
時
に
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
当
該
建
築
物
の
２
階
「
横
架

材
」
に
関
し
て
、
【
「
は
り
」
の
せ
い
が
、

「
は
り
」
の
有
効
長
さ
の
1/12
に
満
た
な

い
】
部
分
が
各
所
に
多
々
存
在
す
る
も
の

の
、
同
告
示
の
規
定
に
則
し
て
『
建
築
物

の
使
用
上
の
支
障
』
が
起
こ
ら
な
い
か
否

か
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
「
木
造
住

宅
軸
組
構
法
の
ス
パ
ン
表
」《(

資
料-

２)

参
照
》
に
照
ら
し
て
も
、「
横
架
材
」（
は

り
）
の
必
要
断
面
（
大
き
さ
）
は
各
所
で

確
保
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
当
然
、
揺
れ
や

振
動
に
伴
い
居
住
性
は
著
し
く
悪
く
な

り
、
構
造
耐
力
上
の
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。 

尚
、
本
「
調
査
報
告
書
」
に
は
記
載
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
２
階
「
横
架
材
」（
は
り
）

の
脆
弱
（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）
性
の
問
題
は
、

『
柱
の
直
下
率
』
『
耐
力
壁
の
直
下
率
』

（
１
階
と
２
階
の
「
柱
」
「
耐
力
壁
」
位

置
の
合
致
率
）
の
著
し
い
低
さ
に
起
因
す

る
も
の
で
、『
柱
の
直
下
率
』『
耐
力
壁
の

直
下
率
』
は
耐
震
性
能
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
事
項
で
す
。
２
階
「
横
架
材
」（
は

り
）
の
上
に
位
置
す
る
「
耐
力
壁
」
は
、

「
横
架
材
」
（
は
り
）
の
「
た
わ
み
」
に

伴
い
耐
力
が
低
下
す
る
こ
と
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。《(

資
料-

３)

参
照
》 

ま
た
、
2016
年
４
月
に
発
生
し
た
「
熊
本
地

震
」
に
お
い
て
は
、
「
耐
力
壁
」
お
よ
び

「
柱
」
の
「
直
下
率
」
が
60
％(

0.6)

を

下
回
る
建
築
物
が
倒
壊
・
大
破
に
至
っ
た

と
す
る
統
計
値
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

《(

資
料-

４)

参
照
》 

 

④
そ
の
他 

（
建
築
主
が
撮
影
し
た
写
真
か
ら
判
断
） 

(1) 

「
耐
力
壁
」
（
ダ
イ
ラ
イ
ト
）
の
施

工
不
良
。 

耐
力
壁
（
ダ
イ
ラ
イ
ト
）
が
継
ぎ
接
ぎ

さ
れ
て
、
面
材
「
耐
力
壁
」
と
し
て
の
構

造
耐
力
性
能
を
有
し
て
い
ま
せ
ん
。《(

写

真-

２)(

写
真-

３)

参
照
》 

（資料-2）木造住宅 
軸組構法のスパン表 

（資料-3）熊本地震に見る梁上「耐力壁」の問題点 
《日経ホームビルダー5-2017 抜粋》 

（資料-4）熊本地震に見る「直下率」の問題 
《日経ホームビルダー5-2017 抜粋》 
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(2) 

「
小
屋
組
」
各
部
材
の
仕
口
・
継
手

の
緊
結
不
良
。 

小
屋
組
各
部
材
の
仕
口
・
継
手
各
所
に

緊
結
不
良
が
認
め
ら
れ
、
剛
性
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
《(

写
真-

４)(

写
真-

５)

参
照
》 

 

 

 

(3)
「
屋
根
瓦
」
の
施
工
不
良
。 

「
屋
根
瓦
」
の
割
り
付
け
が
悪
く
、
入
隅

部
分
に
納
ま
り
が
付
い
て
い
ま
せ
ん
。

《(
写
真-

６)

参
照
》 

 

 

(4)
外
部
建
具
廻
り
の
防
水
工
事
の
不
良
。 

「
防
水
シ
ー
ト
」
の
上
か
ら
外
部
建
具

廻
り
に
「
防
水
テ
ー
プ
」
が
張
ら
れ
、「
防

水
シ
ー
ト
」
が
未
施
工
の
部
分
も
見
ら
れ

ま
す
。《(

写
真-

７)

参
照
》 

 

以
上
が
、
当
該
物
件
に
関
し
て
指
摘
し

た
内
容
で
す
。 

最
近
の
住
宅
は
、
１
階
に
「
リ
ビ
ン
グ
」

な
ど
の
大
き
な
空
間
を
取
り
、
２
階
に
小

部
屋
を
多
く
設
け
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

設
計
時
か
ら
、
「
基
礎
」
お
よ
び
『
柱
の

直
下
率
』
『
耐
力
壁
の
直
下
率
』
や
「
横

架
材
」
の
大
き
さ
・
配
置
な
ど
に
注
意
が

必
要
で
す
。 

 

 

去
る
５
月
27
日
（
土
）
午
後
、
品
川
区

立
総
合
区
民
会
館
第
一
講
習
室
に
て
２

０
１
７
年
度
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
川
理
事
長
の
次
の
挨
拶
の
後
、

議
案
書
の
各
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し

た
。
「
熊
本
地
震
で
は
震
度
７
の
地
震
が

２
度
も
発
生
し
、
新
耐
震
で
も
壊
れ
る
と

い
う
経
験
を
す
る
中
で
、
新
た
に
建
物
の

崩
壊
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
も
進
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
大
き
な
地
震
は
全
国
ど

こ
で
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
な
い
こ
と

も
、
ま
す
ま
す
わ
か
っ
て
き
て
い
る
。
ま

ず
は
、
建
物
を
強
靭
に
造
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
反
す
る
事
態
（
基
準

を
満
足
し
な
い
設
計
や
施
工
、
手
抜
き

等
）
が
絶
え
ず
起
こ
っ
て
い
る
の
も
事
実
。

建
築
生
産
に
か
か
わ
る
問
題
は
過
去
か

ら
ず
っ
と
発
生
し
続
け
て
い
る
と
い
う

の
が
実
態
で
あ
る
。
よ
り
良
い
住
ま
い
を

求
め
る
消
費
者
の
強
い
味
方
で
あ
り
続

け
る
こ
と
を
信
念
と
し
て
、
更
な
る
研
鑽

を
重
ね
、
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。
」 

最
初
に
２
０
１
６
年
度
の
一
般
活
動

報
告
、
事
業
報
告
、
決
算
報
告
及
び
監
査

報
告
に
つ
い
て
担
当
役
員
よ
り
報
告
が

あ
り
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
今
年
度
の
一
般
活
動
方
針
、
事
業

計
画
、
予
算
に
つ
い
て
担
当
役
員
よ
り
提

案
説
明
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
今
年
度
の
役
員
選
考
が
行
わ

れ
、
事
前
に
役
員
選
考
規
則
に
し
た
が
い

推
薦
さ
れ
た
十
二
名
の
理
事
、
一
名
の
監

事
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

２
０
１
７
年
度 

定
例
総
会
及
び
役
員
の
報
告 

 

文
責 

事
務
局
長 

中
山
良
夫 

写真-3 写真-2 

（写真-5）「小屋ばり」「小屋
束」「母屋」仕口の緊結不良 

（写真-4）「小屋ばり」 
継手の緊結不良 

母屋 

小屋ばり 

小屋束 

小屋ばり 

（写真-6）屋根瓦 

（写真-7）外部建具廻りの防水工事 
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総
会
当
日
の
午
前
中
は
、
「
建
築
Ｇ
メ

ン
の
業
務
依
頼
受
任
の
注
意
点
」
と
題
し

た
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
活
発
な
意

見
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
総
会
後
も
時
間

の
許
す
限
り
意
見
交
換
は
続
き
、
そ
の
熱

を
も
っ
た
状
態
で
懇
親
会
に
な
だ
れ
こ

み
ま
し
た
。 

 

□
２
０
１
７
年
度
役
員
の
ご
紹
介 

６
月
の
理
事
会
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
総
会
で
選
任
さ
れ
た
理
事
の
互
選
に

よ
り
、
本
年
度
の
当
会
役
員
等
が
以
下
の

と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
氏
名
下
欄
の
カ
ギ
括
弧
内
は
担

当
す
る
部
会
を
示
し
、
部
会
名
を
□
で
囲

ん
で
表
示
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
理
事

等
が
当
該
部
会
長
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
又
、
全
理
事
及
び
事
務
局
長

は
15
周
年
記
念
事
業
部
会
を
担
当
し
ま
す
。 

顧
問  

田
中
峯
子 

山
本
孝 

理
事
長  

大
川
照
夫
「
15
周
年
記
念
事
業
部
会
、

財
務
部
会
、
技
術
研
究
会

（
法
務
・
法
規
）
」  

副
理
事
長  

第
一
位 

川
口
晴
保
「
広
報
・
渉
外
部
会
（
会
報

担
当
、
ＨＰ
担
当
）
」 

第
二
位 

田
岡
照
良
「
広
報
・
渉
外
部
会
（
会
報

担
当
統
括
）
、
研
修
・
講

習
部
会
、
技
術
研
究
部
会

（
設
備
）
、
出
版
部
会
」 

常
任
理
事  

桑
原
秀
朗
「
広
報
・
渉
外
部
会
（
会
報

担
当
、
HP
担
当
統
括
）
、

技
術
研
究
部
会(

法
務
、

法
規)

」 
 

古
屋
敷
直
樹
「
総
務
部
会
、
広
報
・
渉

外
部
会
（
会
報
担
当
）
」 

佐
藤
賢
典
「
広
報
・
渉
外
部
会
（
会
報

担
当
）
、
技
術
研
究
部
会

（
構
造
・
工
法
）
」 

武
田
学 

「
広
報
・
渉
外
部
会
（
会
報

担
当
）
、
総
務
部
会
」 

原
田
久
義
「
研
修
・
講
習
部
会
、
技
術

研
究
部
会
（
構
造
・
工
法
）」 

理
事  

赤
坂
裕
志
「
研
修
・
講
習
部
会
、
総
務

部
会
、
技
術
研
究
部
会

（
法
務
・
法
規
）
」  

大
川
堅
人
「
広
報
・
渉
外
部
会
（
会
報

担
当
）
、
研
修
・
講
習
部

会
、
総
務
部
会
」  

蒲
生
政
明
「
広
報
・
渉
外
部
会
（
会
報

担
当
）
」 

鈴
木
幸
司
「
広
報
・
渉
外
部
会
」   

監
事  

藤
井
章
旨 

事
務
局
長 

中
山
良
夫
「
出
版
部
会
、
広
報
・
渉
外
部

会
（
HP

担
当
）
、
財
務
部
会
」 

 
 
 

 

２
０
１
７
年
度
第
１
回
研
修
会
の
ご
案
内 

▽
日
時 

２
０
１
７
年
７
月
29
日
（
土
） 

 

 
 
 
 
 

13
時
30
分
～
16
時
45
分 

▽
場
所 

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館 

（
き
ゅ
り
あ
ん
）
５
階
第
１
講
習
室 

▽
交
通 

JR
／
東
急
線 

大
井
町
駅
前 

▽
講
演
内
容 

一
時
限 

「
調
査
依
頼
内
容
の
把
握
と
報
告
書
の
書
き
方
」 

講
師 
大
川
照
夫
（
当
会
理
事
長
） 

二
時
限 

「
杭
支
持
地
盤
深
度
決
定
の
難
し
さ
」 

講
師 

原
田
久
義 

（
当
会
常
任
理
事
、
構
造
設
計
一
級
建
築
士
） 

 

佐
藤
賢
典 

（
当
会
常
任
理
事
、
構
造
設
計
一
級
建
築
士
） 

 

▽
参
加
費 

会
員
四
千
円 

（
非
会
員
五
千
円
） 

▽
主
催
・
問
合
せ 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

℡
（
０
３
・
６
８
０
５
・
３
７
４
１
） 

 

 

～～
編編
集集
後後
記記
～～ 

今
月
14
日
、
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
24
階
建

て
高
層
ア
パ
ー
ト
で
未
曾
有
の
大
火
災

が
起
き
ま
し
た
。
火
炎
に
包
ま
れ
た
真
っ

赤
な
姿
は
今
も
目
に
焼
き
付
い
て
い
ま

す
。
一
瞬
、
テ
ロ
事
件
と
思
い
ま
し
た
が
、

一
週
間
後
の
ロ
ン
ド
ン
警
察
の
会
見
で
、

「
火
元
が
冷
蔵
庫
、
外
壁
に
燃
え
易
い
材

料
が
使
用
さ
れ
て
い
た
、
消
防
設
備
の
不

備
が
疑
わ
れ
る
」
な
ど
、
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
楔
162
号
で
「
地
震
・
雷
・
火
事
・
お

や
じ
」
と
い
う
怖
い
も
の
の
中
で
、
唯
一

火
事
だ
け
は
注
意
す
れ
ば
あ
る
程
度
抑

え
る
こ
と
が
出
来
る
と
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

79
人
も
の
犠
牲
者
が
で
た
ロ
ン
ド
ン

高
層
ア
パ
ー
ト
の
火
事
を
教
訓
に
し
て
、

住
宅
を
造
る
人
、
そ
こ
に
住
む
人
、
そ
れ

ぞ
れ
注
意
を
払
い
犠
牲
者
が
出
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

（
K
・
O
） 

総会の様子 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 


